
2019 問 16 三相交流 R L C 三相交流回路 

 

図のように線間電圧 200 [V] ，周波数 50 [Hz] の対称三相交流電源に R L C 負荷が

接続されている。 

R = 10 Ω ，電源角周波数を ω [rad／s] として，ωL = 10 Ω ，
C

1
ω

= 20 Ω である。

次の(a)及び(b)の問に答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 電源電流 I の値 [A] として，最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選

べ。 

 

 (1)  7   (2)  10   (3)  13   (4)  17   (5)  22  

 

(b) 三相負荷の有効電力の値 [kW] として，最も近いものを次の(1)～(5)のうちか

ら一つ選べ。 

 
 (1)  1.3   (2)  2.6   (3)  3.6   (4)  4.0   (5)  12  

 

 

 

 

 



 解解  説説  

(a) 

解き方の手順 

1, 一相分を抜きだして単相回路を作る (単相回路上で各値を求めていく) 

2, R に流れる電流 IR を求める 

3, L に流れる電流 IL を求める 

4, C に流れる電流 Ic を求める 

5, IR , IL , Ic を合成して電源電流 I を求める 

 

1, 一相分を抜きだして単相回路を作る 

線電流 (電源電流) を求めますが、これは一相分の回路に流れる電流と同じ値になりま

す。(Y－Y 回路では 線電流 = 相電流 になる) 
 
三相回路の一相分を抜き出した回路は次のようになります。 

線間電圧を相電圧に変換するため、200Vを 3 で割ると、200 ／ 3 Vになる。 

 
線間電圧 を 相電圧 に変換する 

200V → 200 ／ V 3

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2, R に流れる電流 IR を求める 

R
E

IR   に、E =
3

200
 、R = 10 を代入する 
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3
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3

20
 

 

3, L に流れる電流 IL を求める 

L
L

X
E

I   に、E =
3

200
 、XL = 10 を代入する。 ( ωL = XL ) 
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4, C に流れる電流 Ic を求める 

C

C

X
E

I   に、E =
3

200
 、Xc = 20 を代入する。 ( 

C
1

ω
= Xc ) 
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5, IR , IL , Ic を合成して電源電流 I を求める 

 
 
 

Ic =
3
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IL、IR の長さから、辺の比  1：2： 5   の直角三角形ということがわかるので、 

3
10

に 5 をかければ電源電流 I のベクトルの大きさが求められる。 

I = 5
3

10
  ≒ 13 

 
 

 

 

 答  (a) － (3)  
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IL =
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10  IL =
3

10  I 

IL , IR を合成すると 
IR , IL , Ic のベクトルを書く 

IL , Ic を合成すると 

IL =
3

10
が残る 電源電流 I のベクトル

ができる 

I  この三角形の辺の比は  1：2： 5   
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この 2 つの直角三角形の辺の比は、覚えておくと役に立つことがあります。 

 
 

5, IR , IL , Ic を合成して電源電流 I を求める 方法としては、計算で求める方法もある。 
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(b) 

一相分の有効電力は 抵抗に流れる電流 IRの 2 乗 と 抵抗 Rの積 (IR
2 × R) で求められる。 

一相分の電力を 3 倍すれば三相電力が求められるので、式は RI3P 2
R  になります。 

RI3P 2
R  に IR =

3
20

、R = 10 を代入する。 

 1：2： 5    1： 2 ： 3   

直角を挟む 2 辺の比が 1 : 2 の

とき斜辺は 5 になる 
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 答  (b) － (4)  

 
 

電流 と 抵抗 から単相電力を求める式は、次のようになります。 

 

 
公式 

電流 と 抵抗 から単相電力(有効電力)を求める式 
 

RIP 2  I 

P : 電力 
R V

I : 電流  

R : 抵抗 

 

 
電流 と 抵抗 から三相電力を求める式は、次のようになります。 

 公式 

電流 と 抵抗 から三相電力(有効電力)を求める式 
I 

RI3P 2        
I

R 
I 

VP : 電力 I 

I：相電流    

R : 抵抗 

 

 
Y－Y 回路では、線電流 と 相電流 は等しくなります。 

R R 

I I I 

I VV
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R-L-C並列回路の各値は、以下のように求めることができます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

L [H] はコイルのインダクタンス  
C [F] はコンデンサの静電容量 

図 1 

 
誘導リアクタンス(XL)  :   XL = 2πf L または、XL = ωL 

容量リアクタンス(Xc)  :  
Cf2

1
=Xc

π
 または、

C
1

Xc
ω

  

電流 (IR)  :      
R
E

IR   

電流（IL） :     
L

L
X
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I   

電流（Ic） :     
C

C

X
E
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全電流  :       2
CL

2
R )II(II   または、

Z
E

I   

電圧    :       E = VR = VL =Vc  (並列時、各電圧は等しくなる) 

力率    :       
I
I

cos R  
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